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国際P&PMシンポジウム２００８開催

 開催日時：2008年3月10日(月)＜基調講演、セッション＞
2008年3月11日(火)＜基調講演、セッション＞

 主 催：財団法人 エンジニアリング振興協会（ENAA）

特定非営利活動法人

日本プロジェクトマネジメント協会（PMAJ）

 後援： 経済産業省

 会 場：タワーホール船堀(江戸川区総合区民ホール)

 参加者：560名

うち海外70名（20ヶ国）

 5つの基調講演、6つのテーマ毎セッション（ICT、エンジ・建設・製造・
公共サービス、 PM人材育成、グローバルPM、プログラムマネジメン
ト、国際協力プロジェクト）と1つのパネルディスカッションで構成
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特 徴

 世界のPM協会から一流の講師を招聘
– PMI、IPMA、ロシア協会、カザフスタン協会、シンガポール協会など。

 新版P2Mのお披露目と適用事例の報告
– 清水教授（名古屋工大）とBredillet教授／仏ESCの基調講演

 日本のPM力の世界への発信
– 日揮、日立、富士通、TECによる日本産業のPM力を示す発表。

 ICTトラックは「アジアIT回廊のPM比較」を実施
– 中国、インド、ベトナム、ミャンマーの大手企業がオフショア開発ビジネス

を発表（国際PM大会で初）

 国内参加者の65%がIT部門

 超一流の国際顧問団（16名）を結成し、質の高さを世界に誇示
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会場風景

VIPの皆さんによる記念撮影

会場受付 開会時会場風景
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開会式

田中PMAJ理事長の挨拶 METI国友室長の挨拶

各国PM協会代表の皆さん
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基調講演

寺島 実朗氏（三井物産） Edward Hoffman博士（NASA Academy）
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大会レセプション

歓談するHoffman博士とJain氏（IPMA会長）

ヒダノ修一デュオによるパフォーマンス 学生ボランティアとHtunさん（ミャンマー）

カザフスタン協会の皆さん
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ICTトラック（情報通信・情報技術）
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PFPトラック（PM人材育成）
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GLBトラック（グローバルPM）
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PGMトラック（プログラムマネジメント）
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ECMトラック（エンジ・建設・製造・公共サ）
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IPDトラック（国際協力プロジェクト）


